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鹿児島市の共同実施の現状について 

2017.8.10 

鹿児島市事務職員研究会 

鹿児島市の共同実施は，別紙の「導入に至るまでの経緯」の通り，平成２６年４月から始まり，今年度で４年

目を迎えております。導入の際，鹿児島市の研究団体（市事務研究会・市事務職員会）の連合組織である鹿児島

市小中学校事務職員協議会で事務職員間・市教委とも精力的に協議を重ねて，ガイドラインを作成し共同実施が

始まりましたが，その後は市小中学校事務職員協議会が特に方向を示すことなく，現在に至っています。 

 これまで，市事務職員協議会研修会の場では，鹿児島市全体で，共同実施連絡協議会を実施して欲しいという

意見が出されたり，鹿児島市に転入してきた事務職員やもともと市内にいる職員からも，伺い(起案書)の様式を統一

して欲しいという意見も聞いたりしました。導入の時に決めた「専決権の留保」についても全く支援室毎の判断に任されて，

現在に至っています。（特に，調査もしていません） 

 このように鹿児島市の共同実施は，良くも悪くも，全く各支援室毎の自主性・判断で運営されてきているのが実状で

す。 

 鹿児島市の共同実施の特徴としては，年齢的に高齢（経験者）が多い。再任用者の比率も高い。 

支援室によっては，補職名でいえば，全員「主幹」以上といった支援室もあったりしました。 

当然そこで，経験の浅い事務職員に向けた事務支援といった業務もほとんど行われていません。 

また，支援室を構成する学校の職員数・児童生徒数も多く，当然，各手当の認定件数もかなり多いです（別紙資

料参照）。 

 このような現状で，他地区からの転入者が増えてくる中で，過去の経緯をほとんど知らない事務職員に対して，どのよ

うに共同実施に対する意識を共有して（市事務職員協議会研修の場を活用して）いったら良いのか︖といったことが，

今後の課題と思われます。 
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複数配置校
15校
８校

一般会員
（１０名）

年度　７　回

年度　3　回

①市費予算事務手引き

②私費職員に関する手引き

③学校事務の手引き

３．　研修体制

５．　研究会作成資料等 手引き

鴨 池　・　紫 原

広報渉外部
伊 敷　・　郡 山

４．　研修会開催回数 全体研修会

グループ別研修会

谷山北　・  　松 元

　年度に7回の全体会を行っている。また，鹿児島市を6つの地域に区分し，近隣の学校で6つのグループを作り，

年度に3回のグループ別研修会も行っている。全体会を研修・調査研究・広報渉外・福利厚生の4専門部で構成

し，各グループをローテーションで，年度毎に各専門部に振り分けて活動している。

研修部
中 央　・　桜 島

調査研究部
吉 田　・　吉 野
喜 入　・　谷 山

鹿児島市事務職員会
未加入

実施」の導入後の鹿児島市としての「学校事務支援組織」のあり方についての研究を進める。

（会員数：6５名） （会員数：5２名） （１０名）

←　研究会・事務職員会には属さないが，協議会には属する。

　鹿児島市に勤務する事務職員によって組織され，『共同実施』導入後の鹿児島市としての『学校事務支援組織』

のあり方についての研究及び社会的地位の向上と会員同士の親睦・厚生を図ることを目的とし，研修を行う団体。

　鹿児島市学校事務研究会として学校事務を法的に研究し，学校事務職員の標準職務について検討を進めなが

ら，学校事務職員としての専門性を高め，資質の向上を図る。また，正確な認定事務を行うための手だてや「共同

２．　研究主題

１．　鹿児島市学校事務研究会とは

◇ 鹿児島市学校事務研究会の概況

◇ 鹿児島市の事務職員の配置状況　（鹿児島市事務職員総数1３７名）

学　校　数 事務職員数 小中兼務校

※ 鹿児島市には，「学校事務研究会」と「事務職員会」という２つの研究団体が存在し，両会で「協議会」を構成

福利厚生部

小学校 79校（内1校休校中） 91名 3校　（錫山・東桜島・黒神）
中学校 39校 46名 ※東桜島小・黒神小は教頭が兼務。

して，連携をはかっています。

鹿児島市の事務職員　（総数13７名）

鹿児島市小中学校事務職員協議会　　（会員数：１２７名）

鹿児島市学校事務研究会
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拠点校
学級数 職員数 在籍数 室長

4 13 25 9 28 222 7 18 66 8 16 125 8 17 67
50 127 754

9 20 205 5 15 44
7

5 16 109 9 21 199 8 15 77 4 12 29 10 21 238
56 139 818

5 17 30 8 19 65 7 18 71
8

26 61 915 14 34 429 40 72 1109 38 61 1000 17 30 390
135 258 3843

8
15 42 399 11 31 341 9 24 356 17 33 382 23 40 604

108 229 2931
17 32 439 16 27 410

7
10 27 264 10 29 241 12 27 257 14 34 331 18 42 424

64 159 1517

5
11 29 316 9 31 236 13 32 358 12 26 271 17 32 444

62 150 1625

5
22 49 736 21 53 690 18 37 493 24 41 583 27 47 808

142 280 4161
30 53 851

9
11 31 345 15 33 482 26 45 621 20 41 502 26 48 736

98 198 2686

5
14 37 394 12 28 358 27 49 730 10 25 234 16 32 352

93 204 2477
14 33 409

6
23 56 672 16 44 538 26 49 682 24 37 637 33 55 878

145 278 4004
23 37 597

9
13 37 443 15 37 444 24 43 559 16 33 364 17 35 475

108 227 2799
23 42 514

7
14 38 403 18 42 537 18 36 439 22 37 574 25 48 606

124 247 3167
12 23 248 15 23 360

8
5 20 68 5 20 28 2 11 4 8 22 86 4 13 28

32 109 259
5 13 40 3 10 5

5
17 42 531 19 34 482 18 32 460 7 15 65 17 34 399

78 157 1937

5
28 70 914 37 68 986 31 55 900

96 193 2800

6
24 61 817 29 46 807 32 54 907

85 161 2531

6
22 58 731 28 50 775 31 50 722

81 158 2228

6
14 36 431 3 8 15 35 66 981 4 13 12 8 16 63

64 139 1502

5
17 42 509 15 40 451 18 37 421 17 39 429 52 81 1360

119 239 3170

6
13 33 417 14 33 443 15 28 342 25 46 660 20 33 484

103 203 2718
16 30 372

6
11 28 299 7 19 87 7 17 99 4 11 25 11 24 255

50 122 817
4 10 8 6 13 44

7

内訳
小
中
小
中

宇宿小学校

向陽小学校

八幡小学校

西陵中学校

城西中学校

武岡中学校

松原小学校

玉龍中学校

大明丘小学校

八幡小学校

紫原小学校

鴨池小学校

河頭中学校

吉野中学校

大龍小学校

松原小学校

武岡中学校

草牟田小学校

西陵中学校

犬迫小学校

本名小学校

伊敷小学校

桜島中学校

春山小学校

谷山小学校

東谷山中学校

和田中学校

和田小学校

東谷山中学校

谷山中学校

春山小学校

桜峰小学校

川上小学校

福平中学校

谷山北中学校

皇徳寺小学校

喜入中学校

喜入中学校

星峯中学校

中山小学校

福平中学校

する職員数（全体平均） 29

136

は，複数配置校。太字斜体は兼務校。

39

27

※ ☆は，各支援室の事務職員１人あたりの負担する職員数。

総計

17 33 422
学級数 13 職員数 35 在籍数 403

平均

1893 1367
526 3977 2604

1373 48744 32992
学級数 職員数 在籍数

学級数 職員数 在籍数

学校数

事務職員１人あたりの負担

事務職員数

15752 114 78
39

平 成 ２９ 年 度　　鹿 児 島 市　 支 援 室 一 覧　（２１グループ）

支援室
支援室内総数

支　援　室　内　学　校　名 ☆

1 18吉田北中学校 吉田南中学校 吉田小学校 牟礼岡小学校 宮小学校

事務職員数： 本名小学校 本城小学校

牟礼岡小学校

4 32坂元中学校 清水中学校 玉龍中学校 大龍小学校

3 32吉野中学校 吉野東中学校 吉野小学校 吉野東小学校 大明丘小学校

2 17河頭中学校 郡山中学校 南方小学校 花尾小学校 郡山小学校

皆与志小学校

清水小学校

坂元小学校 坂元台小学校

山下小学校

犬迫小学校 小山田小学校

7 31城西中学校 伊敷中学校 草牟田小学校 西田小学校

6 30武岡中学校 明和中学校 武岡小学校 武岡台小学校 明和小学校

5 31長田中学校 甲東中学校 松原小学校 名山小学校

原良小学校

玉江小学校

10 30紫原中学校 西紫原中学校 紫原小学校 広木小学校

9 34甲南中学校 天保山中学校 八幡小学校 城南小学校 中洲小学校

荒田小学校

8 39西陵中学校 武中学校 田上小学校 武小学校 西陵小学校

西紫原小学校

向陽小学校

13 21桜島中学校 東桜島中学校 黒神中学校 桜洲小学校

12 30緑丘中学校 伊敷台中学校 伊敷小学校 伊敷台小学校 川上小学校

花野小学校

11 32鴨池中学校 南中学校 鴨池小学校 中郡小学校 南小学校

宇宿小学校

桜峰小学校

東桜島小学校 黒神小学校

西伊敷小学校

16 26東谷山中学校 東谷山小学校 清和小学校

15 32谷山中学校 谷山小学校 西谷山小学校

14 31松元中学校 春山小学校 松元小学校 東昌小学校 石谷小学校

17 26和田中学校 和田小学校 錦江台小学校

福平中学校 錫山中学校

19

18 福平小学校 錫山小学校 平川小学校

中山小学校谷山北中学校 桜丘中学校 桜丘東小学校 桜丘西小学校

20

21

33星峯中学校 皇徳寺中学校 星峯東小学校 星峯西小学校 皇徳寺小学校

宮川小学校

17喜入中学校 中名小学校 瀬々串小学校 生見小学校 喜入小学校

一倉小学校 前之浜小学校
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H21.4.1

6.23

10.9

H22.1.19

2.3

3.11

7.13

9.15

12.16

H23.1.12

2.8

3.8

5.9

 ＜鹿児島市の「共同実施」導入に至るまでの経緯＞

メンバーが説明を行う。

　協議会研修会
・「共同実施」の必要性や考え方，支援室の体制等について，協議会の会員に検討委員会の

　鹿児島県公立小中学校事務共同実施要綱施行

　H21年度　第１回共同実施検討委員会（初）

　市教委主催研修会
・「共同実施」についての質問を行う。

　市協議会研修会後のロビーにて初顔合わせ。
　これ以降の検討委員会は，主に校区公民館等で午後18:30から３時間程度の会。

・鹿児島市には２つの研修団体が存在しているため，協議会として一つにまとまって，
自分たちで作り上げる「共同実施」の導入に向けてとり組んでいくために，両団体から
各６名を選出して「共同実施検討委員会」を設けることとなった。

　H21年度　第３回検討委員会　 ※第２回検討委員会は懇親会

　H21年度　第４回検討委員会

に検討委員会のメンバーが説明を行う。

・ H23.4.1実施を目標とする。
・ 支援室は１９グループで。実施の際は，１９グループ同時にスタート。
・ 共同実施開始後も，事務職員会・研究会・協議会はなくならない。
・ 規程案は，両会で協議して決定する。 etc

・ 業務回数等は，グループに裁量を持たせた方がよい。

・ 現在の執務条件（空き部屋，駐車スペース等）を考慮。
・ 拠点校と室長配置校は別でもよい。
・ 拠点校の校長が共同実施協議会会長。 etc

〔拠点校の決め方〕

　H22年度　第３回検討委員会

・鹿児島市の「共同実施」導入の目的，支援室で行う業務の進め方等について，協議会の会員

　協議会研修会

　協議会研修会

・拠点校候補を決める（一部決まらず）。

　H22年度　第１回検討委員会

　H22年度　第２回検討委員会
・ 規程等の確認（専決規程は事務職員会案，支援室規程は研究会案）。　etc

　H22年度　第４回検討委員会（給与事務担当者会終了後に引き続いて開催）

　H23年度　第１回検討委員会

・ 一部先行ではなく，市内一斉スタート。
・ 共同実施導入の目的，支援室で行う具体的業務の進め方。
・ 室長が孤立してしまうことはよくない。室長を補佐することは必要。

等について改めて説明を行う。 etc

・ 拠点校候補が決まっていないグループは話し合う。
・ 転出入，協議会未加入もいるので，４月の市費予算説明会後，

「鹿児島市の共同実施導入の目的」　「支援室で行う業務の進め方」

・ H2４．１．１実施を目標。

や理念はなくなる。上下関係を作らず，みんなで協議して進める。 　etc
また，室長が権力を振りかざすようなことがあれば，共同実施の目的
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5.30

6.10

7.12

8.1

8.29

H23.10.11

10.17

11.14

H24.1.16

2.27

3.9

3.29

7.25

H25.8.29

9.10

9.25

10.2

10.9

10.30

11.20

H26.1.31

2.7

2～3月

4月

　共同実施ワーキンググループ会議④（市教委主催で共同実施検討委員との会議）

　共同実施ワーキンググループ会議⑤（市教委主催で共同実施検討委員との会議）

　市協議会研修会にて最終確認

　第２回学校事務共同実施実行委員会

　H23年度　第６回検討委員会

　H24年度　第１回検討委員会

・ H23.10.11の意見交換会の報告。
・ これまでの申し合わせ事項（ガイドライン）を両会作成する。 　etc

　共同実施ワーキンググループ会議③（市教委主催で共同実施検討委員との会議）

　研修会で市教委学務課から共同実施についての案が説明される。

　H23年度　第７回検討委員会

　H23年度　第８回検討委員会

　H23年度　第９回検討委員会

　H23年度　第10回検討委員会

　事務職員会と研究会の両会長があいさつ回りを行う（教育事務所，市教委）。

・ 協議会の申し合わせ事項（ガイドライン）の検討。 　etc

・ 協議会の申し合わせ事項（ガイドライン）の検討。 　etc

・ 協議会の申し合わせ事項（ガイドライン）の検討。 　etc

・ 協議会の申し合わせ事項（ガイドライン）の完成。 　etc
・ 給与事務担当者会終了後３０分程度。

　共同実施開始

　共同実施準備会（各支援室ごと）

　共同実施ワーキンググループ会議（初）（市教委主催で共同実施検討委員との会議）

　共同実施ワーキンググループ会議②（市教委主催で共同実施検討委員との会議）

　第１回学校事務共同実施実行委員会

　市教委との意見交換会
・参加メンバーは，検討委員会のメンバーが中心の計８名。

・ 事務職員側の参加メンバーは，検討委員会を中心に計８名。
・ 市教委は，２２グループでシュミレーションしている。 etc

　H23年度　第４回検討委員会

　H23年度　第５回検討委員会

　H23年度　第３回検討委員会

　協議会研修会
・今まで（約２ヶ年分）の検討委員会の経過報告を行う。

　H23年度　第２回検討委員会

・ 協議会研修会に向けての資料等の確認。 etc
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（様式第１号）
平成 年 月 日

平成 年度 学校事務共同実施計画書

室　長

1 　学校事務支援室の構成

2 　学校事務支援室で取り組む業務の実施計画書

書記 （拠点校業務，文書発送）

池田　隆一 （大明丘小学校）

学　校　名
事　　務　　職　　員

職名 氏名 担当業務

吉野東中学校 副室長 （協議会運営，室長補佐）

吉 野 小 学 校

29 5 24

29

鹿 児 島 市 第 ３ 支 援 室

拠点校名 鹿 児 島 市 立 吉 野 中 学 校

大明丘小学校 室長 （諸手当認定，業務の計画）

研修 （調査・研究，相互チェック）

吉 野 中 学 校 書記 （拠点校業務，文書整理）

吉 野 中 学 校

吉 野 小 学 校 研修 （　　　〃　　，　　　〃　　　）

業　務　名 業務の目的（目標） 実　施　計　画

諸 手 当 認 定 　適正な認定事務の確立
・各手当の審査・認定の迅速かつ計画的な実施
・各手当認定事例に関する情報収集

吉野東小学校 渉外 （広報，渉外，支援室通信）

吉野東小学校 渉外 （　　　〃　　，　　　〃　　　）

相 互 チ ェ ッ ク
諸手当認定簿、実績手当
簿と電算報告書との整合

・各学校を訪問しての相互チェックの実施
・チェック内容、実施計画の策定

研 修 事務職員の資質向上
・条例改正、事務処理要綱改訂等に対する共通
理解

教育支援的業務 　教育活動の充実
・教育支援的業務に関する情報収集と共通理解
・教育支援的業務の計画の推進

支 援 室 通 信
共同実施に関する理解と
諸情報の周知

・支援室通信の内容検討
・支援室通信の年間３回発行
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3 年間計画表

・役割分担、年間計画の検討

3

・職権による児童手当・扶養手当認定事務
３月　７日（水）

・支援室通信発行３
・年度末・年度始めの事務について

３月１４日（水）
・年度始めの共同実施業務の計画検討

・支援室通信の計画３

2

・今年度の共同実施に関する反省・総括
２月７日（水）

・共同実施協議会の計画
・共同実施協議会

２月２０日（火）
・学校事務共同実施報告書の決定

1

学校
12

9 ９月２７日（水）

7 ７月１９日（水）

8 ８月２９日（火）

１１月２２日（水） 吉野東小 学校

10 １０月２５日（水）

6
・支援室通信の計画１

６月２８日（水）
・児童手当、特例給付現況確認事務

11
・相互チェックの実施１
・支援室通信の計画２

鹿児島市第３学校事務支援室

月 実　施　内　容 実施予定日 備　　考

4

・年度当初の認定事務の計画、確認
４月１２日（水）
４月１９日（水）
４月２６日（水）

・年度当初の諸手当認定事務
・共同実施業務の検討・確認

９：３０～１０：３０
９：００～１５：００
９：３０～１１：３０

5

・学校事務共同実施計画書の策定
５月１０日（水）

・共同実施協議会の計画
・共同実施協議会

５月２４日（水）
・学校事務共同実施計画書の決定

※開催時間は基本的
に９：３０～１１：３０

吉野小 学校

・支援室通信の発行１

・教育支援的業務の情報収集

・相互チェックの実施３

・相互チェックの実施４

・年末調整事務に関する課題検討
・相互チェックに関する計画と内容の検討

・旅費、市費事務に関する事務処理上の課題検討

１月１０日（水） 吉野中 学校

・相互チェックの実施５と反省
１月２４日（水）

・相互チェックの実施２
１２月　６日（水） 大明丘小 学校

・支援室通信の発行２

１２月２０日（水） 吉野東中
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相互チェックの日程及び点検方法

鹿児島市第３学校事務支援室

１　日程及び班分け

扶養・住居・通勤・児童・単身赴任各認定簿 出勤簿，超過勤務命令簿，教員特殊業務確認簿

電算報告書（実績報告書以外） 教育業務連絡指導手当実績簿，実績報告書

11月22日(火)
９：３０～

大明丘小学校 吉野中１名，吉野小１名，吉野東小１名 吉野東中，吉野中１名，吉野小１名

12月 7日(水）
９：００～

吉野東中学校 吉野中１名，吉野小１名，吉野東小１名 大明丘小，吉野中１名，吉野小１名，吉野東小１名

12月20日(火)
９：００～

吉野中学校 大明丘小，吉野小１名，吉野東小１名 吉野東中，吉野中１名，吉野小１名，吉野東小１名

 1月11日(水)
９：３０～

吉野小学校 吉野東中，吉野中１名，吉野東小１名 大明丘小，吉野中１名，吉野小１名，吉野東小１名

 1月25日(水)
９：３０～

吉野東小学校 大明丘小，吉野中１名，吉野小１名 吉野東中，吉野中１名，吉野小１名，吉野東小１名

２　準備する帳簿等

扶養手当認定簿，住居手当認定簿，通勤手当認定簿，児童手当認定簿，単身赴任手当認定簿

出勤簿（原本及び前月までのコピー３部），教育業務連絡指導手当実績簿，教員特殊業務確認簿

超過勤務命令簿，電算報告書（実績報告書は原本に加え前月までのコピー３部）

給与支給内訳書

３　その他

チェック対象は平成２８年度４月から検査月の前月分までとする。

実績報告書（原本）は他の電算報告書とは別にして（同一ファイルなら外して）おく。

日程に不都合が出た場合は早急に室長に連絡する。

欠員が出た場合は随時対応する。

対象校期　日
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様式第１（第5条関係）
平成29年5月10日

１　学校事務支援室の構成

職　名 担　当　業　務

室長（諸手当認定,他支援室との連携,業務の総括）

総務（実施計画,運営,室長補佐）

総務（実施計画,運営,室長補佐）

総務（実施計画,運営,室長補佐）

研修（調査研究,資料情報収集,支援室内研修）

研修（調査研究,資料情報収集,支援室内研修）

書記（活動記録簿作成,報告書作成等）

書記（活動記録簿作成,報告書作成等）

書記（活動記録簿作成,報告書作成等）

２　学校事務支援室で取り組む業務の実施計画

業  務  名 実　施　計　画

　複数の目による，より正確な
県費事務関係の書類点検を行
う。

・ 事実発生後の速やかな認定審査を行う。
・ 認定後,適時状況確認を行う。

・ 改善すべき点の検討をすすめる。

・ 児童手当現況届け，依頼文書の作成。
・ 年末調整時の説明・申告書依頼文書の作成。

・ 学期１回以上の発行をめざす。
・ 発行の時期・中身について検討を行う。

・ 各学校の事例を出し合い共有化をはかる。

・ 定期監査前に，事務支援室内で給与・旅費等
県費関係の書類を事務職員が相互に点検をする。

　正確かつ適正な認定事務の確
立

　支援室における各種様式の統
一をはかる。

　職員向けの説明・依頼文書を
支援室で作成する事で，中身の
充実をはかり学校間の取組の平
準化を行う。

　支援室内各校の職員に，有効
適切な情報提供を行う。

　疑問点を相互に出し合うこと
で，課題の解決をはかる。

　諸手当認定事
務

　手当認定に関
する様式の整理

　職員向け文書
の作成

　支援室便りの
発行

　事例・相互研
修

室　　長 向陽小学校　児玉　耕一郎

事　務　職　員

氏　　名

　定期監査に向
けた県費事務相
互点検

平成29年度学校事務共同実施計画書

学  校  名

向 陽 小 学 校

広 木 小 学 校

西 紫 原 小 学 校

西 紫 原 小 学 校

紫 原 小 学 校

紫 原 中 学 校

西 紫 原 中 学 校

紫 原 小 学 校

紫 原 中 学 校

業務の目的（目標）

拠点校名 紫原小学校
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３　年間計画表

月 実施計画 実施予定日 備考
平成29年4月12日
9：30～11：30
平成29年4月19日
9：30～11：30
平成29年4月26日
9：30～11：30
平成29年5月10日
9：30～11：30

年間実施計画検討，手当認定 平成29年5月31日
（業務内容,役割分担,実施予定日） 9：30～11：30

平成29年6月14日
9：30～11：30
平成29年6月28日
9：30～11：30
平成29年7月12日
9：30～11：30
平成29年7月26日
9：30～11：30
平成29年8月30日

9：30～11：30

平成29年9月13日
9：30～11：30
平成29年9月27日
9：30～11：30

平成29年11月1日
9：30～11：30

平成29年11月29日
9：30～11：30

平成30年1月10日
9：30～11：30
平成30年1月31日
9：30～11：30

本年度の総括・反省，次年度の計画 平成30年3月7日
（共同実施協議会） 9：30～10：45

新規手当認定事務
次年度共同実施計画書の確認
年度末・年度初め事務処理　他

新規手当認定事務
年末調整関係書類確認（事例研修）

平成30年2月28日
9：30～11：30

平成29年12月13日
9：30～11：30

平成30年3月7日
10：50～11：30

平成29年10月11日
9：30～11：30

4

3

新年度諸手当認定事務
新年度事務

年間実施計画確認（共同実施協議会）

新規手当認定事務
諸手当様式の検討
児童手当現況届確認

新規手当認定事務
諸手当様式の検討
児童手当現況届確認

新規手当認定事務　共同実施の課題に
ついての検討

新規手当認定事務
共同実施のあり方検討

新規手当認定事務
年末調整資料等準備

新規手当認定事務
年末調整関係書類確認（事例研修）

新規手当認定事務
共同実施のまとめ

新規手当認定事務
次年度共同実施計画書の確認
扶養手当年齢満了者確認

2

5

6

12

1

7

8

9

10

11
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扶養 住居 通勤 単赴 児童 合計
紫原小 6 4 10 1 12 33
広木小 10 3 1 2 12 28
向陽小 5 2 10 0 13 30
西紫原小 6 8 15 0 16 45
紫原中 6 5 11 0 20 42
西紫原中 8 6 12 1 9 36

41 28 59 4 82 214

平成28年度　第10学校事務支援室　認定件数
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２０１７．８．１０ 

市来地区学校事務支援室 

学校集金の適正なあり方について 

～学校集金等に関する市来地域の保護者の意識調査から～ 

 いちき串木野市では，平成２２年１０月から学校事務支援室がはじまりました。このときから市来地

区学校事務支援室では，「学校を運営していくための費用について考えるとき，どこまで公費で負担す

べきなのか，私費負担の範囲はどこまでなのかといった視点が重要である。」と考え，支援室の業務の

ひとつとして学校集金の適正なあり方について研修しています。 

平成２４年度からは毎年市内の各学校の担当者の理解と協力を得て，市内各小・中学校の「補助教材

等学校納入金」等の状況を集約・分析し，公費負担と保護者負担の適正なあり方について研究・研修を

進め，また，市内の各学校での保護者負担のあり方についての協議資料の一つとして活用されるように，

市事務職員研修会において，その成果をお知らせしてきました。このことにより，市来地区だけでなく

市内の各学校で，『保護者の負担軽減』や，それに関する論議に資することができたのではないかと思

います。 

平成２８年度は，学校集金に関する保護者アンケートを実施し，学校集金の適正なあり方について研

究・研修を行いました。その結果，学校として検討・論議すべきことや市来地区学校事務支援室で取り

組むべき課題などが判ってきました。 

経費の必要性を考えたり，保護者の経済的負担を軽減する方向性を探ったりする資料として，各学校

で検討・論議したり，支援室での論議等にご活用いただければと思います。 

また，地域ごとにそれぞれ事情等が異なることから，保護者の意向や思いに違いがあると思われます。

各地で同様の調査がなされ，情報の共有ができればさらにより良い保護者負担のあり方を探ることがで

きるのではないでしょうか。 

１ 保護者アンケート実施について 

（１）市来地区学校事務共同実施協議会での提案 

平成２７年度末に反省をする中で，本支援室発足時からの活動の柱である「保護者負担の適

正なあり方について」を次年度以降どのように進めていくかを論議した。「これまで，多くの

保護者負担軽減の実践や論議されてきたが，これは学校側の都合や意向，特に私たち事務職員

の側からの一方的な思いが強くはなかっただろうか。」という反省から，平成２８年度は，経

費を負担してもらう保護者の学校集金に対する意向がどのようであるかを知り，その思い受け

止め，その上にたった保護者負担のあり方に取り組むために，保護者アンケートに取り組もう

ということになった。 

保護者アンケート実施に向けての協議をする中で， 

・学校全体の協力が必要，校長の理解を得ておくべきである。

・保護者へ向けての文書の発出になることから，学校長の了承が必要である。

・この取り組みは，支援室としてのものである。

以上の３点等を考慮すると，事務共同実施協議会の場で協議すべきだということになった。 

そこで，平成２８年度当初の市来地区共同実施協議会において，「市来地区学校事務共同実

施協議会資料」（資料２）を提出し，市来地区学校事務支援室の意向や，アンケート実施の趣

旨及びアンケート調査の進め方について提案を行い，アンケート調査実施の了承を得た。 
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（２）保護者アンケート調査の実際 

① アンケートの質問内容や文言等の支援室案や集計方法等について協議を進めた。

② ３校の校長にアンケート文書の支援室案を提示し，意見をもらいその成案を得た。（資料 ３） 

③ 各学校の職員会議等において，アンケート実施の趣旨や回収方法等について説明し，職員の

協力を要請した。（資料 ４）

④ 学校ごとにアンケートを回収し集計，その後３校分の集計を合算して結果を得た。

  （資料 ５ 集計の方法等，資料 １－５以下 アンケート集計結果） 

⑤ ④で得られた結果を分析し，その成果を各学校へ知らせて保護者負担の軽減やそれに向けた

校内での検討・協議の資料としての活用をお願いした。（資料 １ 職員研修資料）

２ アンケートの集計結果から判った学校で検討・論議すべきこと 

アンケートの集計結果から，「何を読み取り，それをどのようにして職員へ伝えるのか。」について

支援室内で，検討・論議した。そして，そこから，我々が読み取ったことは，「学校で集金している

お金を負担に感じている家庭が多く，また，その内容等についても，保護者がいろいろな思いを持っ

ている。」ということであった。（集金時期を一定時期にとか，集金額の平準化，教具の使い回しがで

きるようにできないか，標準服等が高いなど・・・） 

そこで，子どもの貧困や家庭の年収に対する教育費の負担率，就学援助費の実態などの情報を集め

集計結果を分析して得られたことや種々の情報等をまとめて，「市来地区教職員資料」を作成し，年

末・年始の時期の職員会議等で説明をした。その要約が下記のものである。 

（１）「学校は必要なものにしか支出させていない」という保護者の信用 

回答のあった世帯のうち，４割が「生活が苦しくなっている。」との回答にもかかわらず，「子

どもたちに必要なものであり，適当である」「負担を軽くしてほしいが，必要なものであればし

かたがない」との回答が合わせて約９割であった。このことから，「学校が支出させているもの

は，学習や学校生活を送るうえで必要なものである。」と保護者が考えていることが推測される。 

この様な保護者の信用に応えるためにも，「あったら便利」ではなく，「なくては困る」という

視点を失ってはならないと考える。 

（２）保護者が説明を求めていることを学校は説明しているだろうか。 

保護者に対して説明する際，学校側にとっては自明のことであると考え，保護者が説明を求め

ていることに対して十分な説明がなされていないことがあるのではないか。保護者と学校職員の

情報の非対称性のためか，保護者が説明を求めていることと学校からの説明にずれが生じ，保護

者の疑義や不満となっているのではないかと思われるような事項も少なくない件数が見受けら

れた。 

（３）業者の各種の注文書（実態はパンフレット）の内容を検討しているか。 

 「学校から配られる注文書の中身が年々グレードアップし，金額も高価になっている。」とか

「おさがりを使用しているが，他の長子の子は，注文書で頼んだ物を使用しているので，年々グ

レードアップしていくと，かわいそうです。」という意見があった。 

業者は需要の掘り起こしのため毎年様々な見直しをするので，商品は年々グレードアップして

いくと考えられる。そのため，業者の各種の注文書について，「中身が必要以上のものではない

か。」，「バッグは華美でないか。」とか「購入先は他にはないか」などその内容等を全職員で検討

する必要はないだろうか。 

また，業者からの「注文書」を配布する際に，習字道具や絵の具セット・裁縫道具などに必

要な道具等の一覧表と「必ずしも，『注文書』のものを注文する必要はなく，この一覧表にあ

るものが揃っていれば，知人等のお下がりや量販店等で購入したものでも良いです。」という

旨を保護者に知らせるべきではなかろうか。  
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３ 支援室として取り組みが可能と思われる改善すべき点や研究課題 

（１） 就学援助制度等への理解が十分でないことがうかがえるので，制度を周知するための工夫を進

める。（年度当初と途中で配布するチラシを作成，年度当初は配布済み 資料 ６，７）

（２） 「学校集金の取扱いに関するマニュアル」的なものを研究・作成して提示する。

① １年間を通していくら必要であるかを推計して必要額を保護者に提示する。

年間の集金額が大きく変動しないように，しっかりとした推計をする。

② 年間必要額と支払時期を考慮して，年間の集金計画を作成，保護者に提示する。

③ 保護者の給料日等を配慮しつつ，年間を通して各月の一定時期に集金日を設ける。

（３） 金融機関からの口座引き落とし等について資料を収集し，その課題を研究する。

（４） 保護者に中学３年生までの見通しを立てて経費等の準備を促すことができるように，各学年段

階で準備や購入が必要なものを一括して保護者へ提示できるよう努める。

・修学旅行や宿泊学習時に各自用意し持参するものや，必要な経費（学校集金分）。

 小学校の段階から，中学校の修学旅行や宿泊学習などで各自用意するものを周知することで，

先を見通した準備を促す。また，修学旅行費などの経費を，各自で積み立てるなどして準備し

ておくように勧めたい。（学校で集金して積み立てることも考えられるが，転出者への返金や

積立金の利子の取扱いが難しいなどの課題がある。） 

・各学年段階において，特に購入等の準備が必要な教材や教具とその経費  など 

（５） 教員集団への働きかけ

 教材・教具や各種活動のために児童生徒に準備させるものを判断するのは，教員であるので

教員集団への働きかけ方を工夫していきたい。 

① 教材等の選定などの年間必要額が決まる時期である年度末・年度当初の職員会議で前述の

「学校集金の取扱いに関するマニュアル」的なものを示して，意識づける。

② 新入学者説明会時に，今後卒業までに必要となる物品や経費について説明をさせる。

（中学校は中学３年間，小学校は中学校までを見通した９年間が必要か。）

③ 子どもの貧困や家庭の年収に対する教育費の負担率，就学援助費の実態などの情報を機会を

捉えて，提供するように努める。

まとめにかえて 

貧困家庭の子どもは周りの友達との暮らしぶりに違和感を持ち惨めな気持ちを味わう。これにより

「なんで自分だけが」「自分には価値がない」などネガティブな感情を抱えることになり，結果精神状

態が不安定になってしまったり，自己肯定感が低くなる恐れがあるなど，相対的貧困は精神にも多大な

影響を与える。 

そして，自分に自信が持てないことから孤立しがちになり，その結果，将来にまでその影響が及ぶケ

ースもあると言われている。 

我々は学校事務職員として，少なくとも，学校において活動することに関しては，しんどい思いをし

ている子ども達をネガティブな感情においやることのないような工夫や努力が必要ではないだろうか。 

「家庭の不利」を「子どもの不利」にしない，貧困の連鎖を断ち切るために！！ 
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 資料１  

【市来地区教職員資料】 

保護者への「学校徴収金等に関するアンケート」の集計を終えて 

２０１６（Ｈ２８）.１２.２２ 

市来地区学校事務支援室 

はじめに 

 先生方の協力を得て，本年７月に実施した保護者への「学校徴収金等に関するアンケート」の集計結果が

まとまりました。５ページ以降のアンケートの集計にあるように多くの保護者の方々に回答をいただきまし

た。集約をしていただいた担任の先生方に感謝申し上げます。 

さて，アンケートの趣旨は，「学校で取り扱っている教材費をはじめとする諸負担金等を保護者の方々が

どのように考えているか？」ということを把握してみようということでした。そして先生方と一緒に，≪保

護者の思いを受け止めてみたい≫と考えてのことでした。 

支援室では，この結果が来年度以降の教材費や学級費等を含めた学校でとり扱う諸会計の計画に生かされ

たり，保護者の意向を考慮した校内での研究資料となればと考えています。そのような思いを込めて支援室

としては，まとめと少しばかりの提言をさせていただきます。 

１ アンケートの集計結果から 

５ページ以後に，地域内の保護者の方々からお寄せいただいた回答をまとめていますので，ぜひ一つ一つ

お読みください。すぐには解決できない課題もありますが，校内の工夫で解決できそうな事項もあるように

思います。 

そして，各学校で，この集計と寄せられたご意見を検討する機会を作っていただければと考えます。その

際の，参考になればと考え以下のように提起します。 

（１）設問１ ここ数年で自分たちの生活はどのように変わったと思われますか。 

設問２ 現在の学校徴収金（学級費，教材費等）についてどのように感じられますか。 から 

  回答のあった世帯のうち，４割が生活が苦しくなっている。との回答にもかかわらず，「子どもたちに

必要なものであり，適当である」「負担を軽くしてほしいが，必要なものであればしかたがない」との回

答が合わせて約９割となっています。支援室では，この保護者の＜思い＞をどのように受け止めたらよい

だろうか？ということを議論し，今後も，「『学校は必要なものにしか支出させていない』という保護者

の信用を損なわない様にしなければならない。」と考えています。  

（２）設問３ 学校徴収金に関することで考慮してほしいと思われることは何ですか。 

設問４ 教材や学用品・標準服・体操服など学校で使用するもので，負担軽減のために改善してほしいこと 

設問８ その他お気づきのことがあれば書いて下さい。                  から 

① 制服や体育服などに関する意見が多く寄せられています。

学校で検討して変更できそうな点もあれば，保護者等との協議を要するだろうと思われるものもあ

ります。まずは学校内での検討をしてみてください。 

保護者と学校職員の情報の非対称性のせいか，保護者の求めている説明と学校からの説明にずれが

生じ，保護者の疑義や不満となっているのではないかと思われるような事項も少なくない件数が見受

けられます。保護者に対して説明する際，学校側にとっては自明のことであっても，「なぜこのよう

な指示や連絡をするのか」という事情を細かく説明することで，納得してもらえると考えられます。 

【例】１ 「１年生の黄色帽子を男女分けないで，使い回せるようにしてほしい。」「小学１年生の帽

子は男女同じ物にして，”お下がり”にできるようにしてはどうか。」という意見ですが，

この帽子を配布する時点で，「この黄色帽子は，交通安全協会からのプレゼントです。」とい

う旨の説明をしたらどうでしょうか。 

資料 １－１ 
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【例】２ 「制服や標準服が高すぎる」に対しては， 

制服等は高い品質（学校ごとに異なるデザインの多種類を少量ずつ，しかも高い耐久性のも

のを作る体制や設備等が必要）を求められ，さらに，春先の短期間で多種のサイズの届けるた

め，国内生産が前提で，物流にも柔軟性が必要なので，手間が掛かりコスト高になるようです。 

※［参考資料１］参照

② 「習字道具や絵の具セットなど学校から配られる注文書の中身が年々グレードアップし，金額も高価

になっている。」や「おさがりを使用しているが，他の長子の子は，注文書で頼んだ物を使用している

ので，年々グレードアップしていくと，かわいそうです。」という意見もありました。

 業者の各種の注文書（実態はパンフレットですね）について，その内容を一度全職員で検討してみて

はどうでしょうか。“中身が必要以上のものではないか，バッグは華美でないか。”とか購入先は外に

はないかなど，お互いに知恵を出し合ってより良い方向へ進めるのではないかと思われます。 

 そして，業者からの「注文書」を配布する際に，習字道具や絵の具セット・裁縫道具などに必要な道

具等の一覧表と「必ずしも，『注文書』のものを注文する必要はなく，この一覧表にあるものが揃って

いれば，知人等のお下がりや量販店等で購入したものでも良いです。」という旨を記載した文書を配布

して，周知したらどうでしょうか。 

  これ以外にも多くの意見が寄せられています。６ページ以降に掲載してありますので，ぜひ目を通して

ください。そして，改善すべき時だと思われる事項や各学校で生かしていきたいと思われる事項を見つけ

出し，検討して，せっかく寄せられた保護者の意見が活かされる様にしてください。 

  支援室としては，意見の多かった学校集金に関して論議し，次のようなことを決めました。 

※ 支援室として取り組みが可能と思われる改善すべき点や研究課題

① １年間を通していくら必要であるかを推計して必要額を保護者に提示する。

② 年間必要額と支払時期を考慮して，年間の集金計画を作成，保護者に提示する。

この際，年間の集金額が大きく変動しないように配慮する。

③ 保護者の給料日等を配慮しつつ，年間を通して各月の一定時期に集金日を設ける。

④ 金融機関からの口座引き落とし等について，その課題を研究する。

  その改善に向けて，「学校集金の取扱いに関するマニュアル」的なものを研究・作成して先生方に提示

することと，学校集金の金融機関からの口座引き落としに関する資料収集を支援室として来年度以降取り

組んでいこうと考えています。 

（３）設問５ 就学援助制度を御存知ですか。  設問６ 就学援助制度を利用したいですか。 

 設問７ 上記の６で，「ウ」に○をされた方へ 利用しにくい面とはどのようなことですか。 から 

就学援助制度を知らなかったという回答が約１割あり，「よく見ないので分からないけど，後で返済す

るとか，条件に該当しないとか思うとあきらめて，良く読んでもいない。」や，「就学援助を利用するた

めに近所の民生員の方が事情を聞きに来るので色々な面で話しづらいし，あまり，話しをしたくないです。 

（近所の方なので）」という回答もあります。 

制度等への理解が十分でないことがうかがえますので，支援室として，就学援助制度を周知するための

工夫をしていきたいと考えています。 

２ まとめ 

「あったら便利」から「なくては困る」へ 

アンケートに「負担が軽減されることが一番望ましいが，子供達の教育に必要なものであれば，しかた 

がない。」という回答があります。来年度の教材選定の作業の際に，この教材はどうしても必要なのか， 

どうかを含めて検討を行っていただければと思います。確かに「ない」よりも「あったら便利」です。し 

かし授業を進めるにあたって，負担する保護者の方々の身になって「なくては困る」という視点で検討を 

行っていただけるようにお願いします。 
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～教育現場で，子どもたちを目の前にして～ ＜貧しい＞について実感できますか？ 

  （先生が）「明日５００円持ってきなさい」と言った時に・・・ 

※ 明日１，０００円とか５００円を持たすことができない悔しさを理解できるでしょうか？小さなお

金のない悔しさが分かるでしょうか？

【過去にあった出来事から】 

スポーツ振興センター（当時は別名称）掛金の保護者負担分３７０円。就学援助家庭で免除になっていたのだが，間違

って持ってきた３７０円は，１円，５円，１０円ばかりの小銭が入った重たい封筒だった。保護者がわが子に持たせるために家

中の小銭を集め，１枚１枚数えて用意してくれたのだろう。封筒の重さにその保護者の思いが込められているように思う。 

それから，この掛金を他の教材等の集金と一緒に集金するようにした。就学援助家庭には，集金袋に掛金分を減額した

実際の集金額を知らせる文書を入れ，また，他の子に分からないようにするためにどの子も小銭となるような金額とした。 

中学生以下の医療費は無償であることから，就学援助世帯への医療券の配布が止められたことがあった。その結果，

就学援助世帯の受診率が下がった。後もって返ってくるとしても，受診時の医療機関への負担がきつかったからと考えられ

る。 

～みんなで保護者の負担を適正に～ 

 私たちはこのことを通して，先生方と「あったら便利」という視点から，「なくては困る」という視点 

で教材の精選を行っていきたいと考えています。 

 各学校での教材の精選などが，しんどい思いをしている子どものことを念頭においたものがベースとな 

って構成されることになれば，このアンケートを実施した意義となるのではないかと思います。 

「家庭の不利」を「子どもの不利」にしない，貧困の連鎖を断ち切るために！！ 

３ 参考資料 

［参考資料１］ 制服と価格について 

“朝日新聞デジタル 中学校の制服、価格どう決まる 業者側「実態を知って」2016年 10月 10日”から 
日本と英国の制服の流通過程に詳しい小宮一高・香川大教授（商学）に、制服の価格形成の背景を聞きました。 

 日本の学生服の品質は、高い水準を求められます。学校ごとに違うデザインが多いので、多種類を少量ずつ作る体制と、そ

のための設備投資が必要です。また、ほぼ毎日着るので高い耐久性も必要です。 

 入学が決まってからの短期間で、様々なサイズの学生服を届けるため、国内生産が前提ですし、柔軟な物流体制も必要です。

その分多くの手間がかかり、コストが増え、一定以上の価格となると考えられます。 

 もちろん、すべての消費者がこの水準を求めているわけではないと思います。しかし値下げは、満たされている水準のどこ

かを犠牲にして実現するしかなく、その結果クレームが起きやすくなります。こうしたリスクを考えると、メーカーや学校側

は値下げする方向に動きづらいでしょう。また、大手小売業者から買う方が消費者には便利、と必ずしも言えず、購入者の数

に限りがあるため、大手小売業者による価格競争も起こりにくいでしょう。 

 一方、学生服が安価な英国では、学校ごとに独自の服を作る動きは日本ほど強くなく、一定のデザインに沿っていればよい

という緩やかさが特徴です。また、販売者を学校ごとに限定していない場合も多い。こうした状況から、大量生産が可能とな

り、多くの業者が参入しています。 

 業界を主導しているのは大手小売業者で、業者が扱う学生服以外の衣料品と同じく、多くが国外で生産されます。学生服に

日本並みの耐久性は求められず、在学中に複数回買い直すことになります。 

 以上のように、日本と英国では、学校や消費者の学生服に対する考え方からビジネスの仕組みまで、全く異なっています。

確かに英国の方が安価ですが、日本の方が幅広いニーズに細かく対応しています。どちらがよいか判断するのは、学校や消費

者でしょう。仮に日本で低価格化の要望が高まっているとすれば、そのニーズを吸い上げたビジネスが、今後生まれるのでは

ないでしょうか。 
（上記は，朝日新聞デジタルのフォーラム「中学校の制服、どう思う？」の 1部です。制服に対する保護者や一般

の方の思い，業者の事情，学校の取り組みなどが記載されています。よろしければ閲覧してください。） 

［参考資料２］ 深刻化する子どもの貧困 

子どもの貧困（こどものひんこん）とは、その国の貧困線（等価可処分所得の中央値の 50%）以下の所得

で暮らす相対的貧困の 17歳以下の子どもの存在及び生活状況を言う。【wikipediaから】 

具体的には，国民の所得の中央値（244万円）の半分（122万円）を下回っている世帯にいる子どもです。 

（１）子どもの貧困の格差    朝日新聞デジタル 2016年 4月 14日の記事から 

最貧困層の子どもは、標準的な子どもと比べてどれぐらい厳しい状況にあるのか。その格差を分析した 

ところ、日本は先進４１カ国中３４位で、悪い方から８番目だった。 
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子どものいる世帯の所得分布（推計値）をもとに、下から１０％目の最貧困層と真ん中の標準的な子ど 

もとの所得格差が大きいほど、貧困の深刻度が高いとして、格差の小さい順に、欧州連合（ＥＵ）または 

経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）に加盟する先進４１カ国を順位付けした。 

上位の北欧諸国では、最貧困層の子どもの所得は、標準的な子どもの６割ほどだった。日本では最貧困 

層の子どもは、標準的な子どもの４割に満たない。  

  国連児童基金（ユニセフ）が報告書をまとめ、１４日発表する。 

（２）子どもの相対的貧困率   平成 26年版 子ども・若者白書（全体版）第 3節 子どもの貧困から 

 子どもの相対的貧困率は上昇傾向。大人1人で子どもを養育している家庭が特に経済的に困窮している。 

就学援助を受けている小学生・中学生の割合も上昇続く。 

 子どもの相対的貧困率は 1990年代半ば頃からおおむね上昇傾向にあり，平成 21（2009）年には 15.7％ 

となっている。子どもがいる現役世帯の相対的貧困率は 14.6％であり，そのうち，大人が 1人の世帯の相 

対的貧困率が 50.8％と，大人が 2人以上いる世帯に比べて非常に高い水準となっている。 

（３）年収別の教育費の負担率  日本政策金融公庫の「教育費負担の実態調査結果」（平成 27年度）から 

① 年収 400万円未満の世帯では、年収の約 1／3を教育費が占める

○平均世帯年収は、834.4万円となり、前年調査（821.6万円）と比べ 12.8万円増加

○世帯年収に占める在学費用の割合は、平均 17.8％となり、前年調査（ 17.4 ％）と比べ 0.4ポイント

増加

○年収が低いほど在学費用の負担は重くなり、「200万円以上 400万円未満」世帯の平均負担割合は

36.8％と、年収の約 1／3を教育費が占める。

※ 在学費用･･･平成 27 年４月から平成 28 年３月までの１年間に、小学校以上の学校に在学中の子供にかかる費用の見込み額のこと

② 教育費の捻出方法（何らかの対応をしている世帯）は、「教育費以外の支出を削っている（節約）」が 29.9％と最も

多く、以下「預貯金や保険などを取り崩している」（27.9％）、「奨学金を受けている」（22.0％）と続く。

 年収 200万円以上 400万円未満世帯は、「食費(外食費を除く)」（49.6％）、「外食費」（64.3％）、

「衣類の購入費」（61.5％）を節約していると回答した割合が、他の年収層と比較して最も大きくなっ

ている。 

年収「２００万円以上４００万円未満」の世帯では，年収に占める教育費の負担が生活に重くのしか

かり，保護者は生活を切りつめて教育費を捻出している様子がうかがえます。 

（４）就学援助費の実態   平成 26年版 子ども・若者白書（全体版）第 3節 子どもの貧困から 

  経済的理由により就学困難と認められ就学援助を受けている小学生・中学生は平成 24（2012）年には約

155万人で，平成 7（1995）年度の調査開始以降初めて減少したが，その主な原因は子どもの数全体の減少

によるものである。就学援助率は，この 10 年間で上昇を続けており，平成 24（2012）年度には過去最高

の 15.64％となっている。 

（５）貧困の連鎖   ２００７年の大阪府堺市健康福祉局の調査から 

 （「貧困の世代間継承」が生まれていることが如実に） 

  ＊生活保護世帯の２５．１％が，自ら育った家庭も生活保護世帯 

（２世代続けて保護を受ける率が母子世帯で，４０．６％） 

  ＊生活保護を受けている世帯主のうち７２．６％の学歴が中卒か高校中退 

「絶対的貧困」と「相対的貧困」 

（子どもと若者の成長を支えるウェブマガジン！ひみつ基地 2013年 12月号 vol.10 から） 

 貧困には二種類の定義があります。一つは「絶対的貧困」。これは、生命を維持するために最低限必要な衣食住

が満ち足りていない状態のことを指します。例えば、途上国で飢餓で苦しんでいる子どもや、ストリートチルドレ

ン等はこれにあたるといえます。 

もう一つの定義は、「相対的貧困」。これは、その地域や社会において「普通」とされる生活を享受することが

できない状態のことを言います。この場合、「貧困」であるか否かは、その人が生きている社会の「普通の生活」

との比較によって相対的に判断されます。「貧困」の基準が、その人が生きている国、地域、時代等によって、変

化することが「絶対的貧困」との一番の違いです。 
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市来地区学校事務支援室

回収総数 225 件

1

ア 良くなった 9 4.0 ％

イ 変わらない 125 55.6 ％

ウ 厳しくなった 90 40.0 ％

未回答 1 0.4 ％

2

ア 子どもたちに必要なものであり，適当である 85 37.8 ％

イ 負担を軽くしてほしいが，必要なものであればしかたがない 113 50.2 ％

ウ 必要なものについて厳選し，少しでも負担を少なくしてほしい 23 10.2 ％

エ かなり負担に感じている 1 0.4 ％

未回答 3 1.3 ％

5

ア 知っている 200 88.9 ％

イ 知らなかった 23 10.2 ％

未回答 2 0.9 ％

6

ア 条件を満たせば利用したい 72 32.0 ％

イ 条件に該当しない 125 55.6 ％

ウ 利用しにくい面がある　 6 2.7 ％

未回答 22 9.8 ％

7 　上記の６で，「ウ」に○をされた方へ　利用しにくい面とはどのようなことですか

　よく見ないので分からないけど，後で返済するとか，条件に該当しないとか思うとあきらめて，

良く読んでもいない。

「学校徴収金等に関するアンケート」集計結果

　ここ数年で自分たちの生活はどのように変わったと思われますか。

　現在の学校徴収金（学級費，教材費等）についてどのように感じられますか。

　就学援助制度を御存知ですか。

　就学援助制度を利用したいですか。

4 55.6 40 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良くなった

変わらない

厳しくなった

未回答

37.8 50.2 10.2 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
子どもたちに必要なものであり，適当である
負担を軽くしてほしいが，必要なものであればしかたがない
必要なものについて厳選し，少しでも負担を少なくしてほしい
かなり負担に感じている
未回答
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で
す

。
（
月

で
も
１
万

ぐ
ら
い
で
す
。
）

・
６
月

，
７
月

の
徴

収
時

期
の
間

隔
が
早

す
ぎ
る
。
の
で
，
４
月

か
ら
の
集

金
時

期
を
ず

ら
す

な
ど
調

整
で
き
な
い
の
か
？

・
徴

収
金

を
集

め
る
期

間
が
短

い
と
思

い
ま
す

。
又

，
６
月

は
中

旬
に
徴

収
し
て
か
ら
，
１
カ
月

も
た
た
な
い
う
ち
に
７
月

徴
収

だ
っ
た
の
で
，
と
て
も
困

り
ま
し
た
。

・
丁

度
，
納

税
月

に
集

金
の
金

額
も
高

い
の
で
，
分

散
し
て
欲

し
い
。

・
兄

弟
で
同

じ
時

期
に
払

う
の
は

き
び

し
い
時

が
あ
る
。

・
い
つ

も
給

料
日

前
な
の
で
，
各

月
中

に
納

入
だ
と
助

か
る
。

・
月

額
と
集

金
日

が
記

入
さ
れ

て
い
る
の
で
，
も
ち
ろ
ん
先

に
よ
け
て
お

き
ま
す

。

・
徴

収
日

程
が
前

も
っ
て
配

ら
れ

て
い
る
の
で
参

考
に
で
き
る
。

・
期

日
!!
月

末
な
ら
月

末
に
し
て
ほ
し
い
!!

・
小

学
校

の
修

学
旅

行
の
代

金
を
一

度
に
払

う
の
で
は

な
く
，
少

し
ず

つ
積

み
立

て
（
？

）
（
徴

収
）
を
し
た
ら
ど
う
か
と
思

い
ま
す

。
（
子

ど
も
が
１
万

を
超

え
る
お

金
を
持

っ
て
い
く
の
で
少

し
不

安
で
あ
る
。
）

・
修

学
旅

行
の
集

金
は

，
月

々
積

み
立

て
た
ほ
う
が
い
い
と
思

い
ま
す

。
母

子
家

庭
な
ど
は

一
括

集
金

で
は

大
変

だ
と
思

い
ま
す

。

・
で
き
れ

ば
，
平

均
な
金

額
に
し
て
ほ
し
い
。

・
重

な
ら
な
い
よ
う
に
（
徴

収
回

）
し
て
ほ
し
い
。
○

○
代

　
○

○
代

と
　
例

え
ば

，
遠

足
，
学

級
費

，
修

学
旅

行
な
ど
。

・
一

括
払

い
を
希

望
し
ま
す

。

・
中

学
校

の
よ
う
に
小

学
校

も
一

括
で
徴

収
出

来
た
ら
，
毎

月
子

供
に
持

た
せ

る
負

担
が
少

な
く
て
す

む
の
で
は

な
い
か
と
思

い
ま
す

。

・
口

座
振

替
が
，
で
き
た
ら
良

い
と
思

い
ま
す

。

・
４
月

の
段

階
で
年

間
必

要
な
額

が
出

て
い
る
の
で
，
ま
と
め
て
銀

行
振

込
で
き
る
と
あ
り
が
た
い
。
（
月

々
に
払

う
，
ま
と
め
て
払

う
，
な
ど
選

択
で
き
れ

ば
い
い
の
か
な
と
思

い
ま
す

。
）

・
銀

行
か
ら
の
引

き
落

と
し
に
し
て
ほ
し
い
。

・
口

座
引

き
落

と
し
に
し
て
ほ
し
い
。

・
お

つ
り
が
な
い
よ
う
に
と
思

う
と
，
意

外
と
大

変
な
日

も
あ
り
ま
す

。
2
月

や
3
月

で
調

整
し
て
も
ら
え
た
ら
，
月

々
の
わ
ず

ら
わ
し
さ
か
ら
解

放
さ
れ

ま
す

。

・
低

学
年

の
子

供
に
朝

，
徴

収
金

を
持

た
せ

る
の
が
不

安
で
す

。
い
つ

も
何

事
も
な
い
の
で
，
市

来
小

は
平

和
だ
な
ー

と
思

っ
て
い
ま
す

。

・
計

画
的

に
集

金
さ
れ

て
い
る
の
で
，
不

満
は

あ
り
ま
せ

ん
。

・
小

学
校

に
な
っ
た
ら
，
も
っ
と
お

金
が
か
か
ら
な
い
も
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
意

外
と
お

金
が
か
か
り
，
正

直
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
す

。

・
入
学
を
し
て
何
も
か
も
が
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
，
今
か
ら
関
心
を
持
っ
て
考
え
て
い
け
る
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
年
生
な
の
で
，
必
要
な
も
の
は
仕
方
な
い
の
で
…

・
給
食
費
を
，
鹿
児
島
銀
行
や
郵
便
局
の
自
動
引
き
お
と
し
が
使
え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

４
教

材
や

学
用

品
・
標

準
服

・
体

操
服

な
ど
学

校
で
使

用
す
る
も
の

で
，
負

担
軽

減
の

た
め
に
改

善
し
て
ほ

し
い
こ
と
が

あ
れ

ば
　
御

記
入

く
だ
さ
い
。

・
標
準
服
（
ス
カ
ー
ト
）
が
，
他
の
お
店
で
安
い
の
が
買
え
る
デ
ザ
イ
ン
で
は

な
い
の
で
変
え
て
頂
き
た
い
。

・
標
準
服
を
も
う
少
し
負
担
を
軽
く
し
て
ほ
し
い
。
ど
う
し
て
も
最
低
２
着
は
必
要
に
な
り
，
市
来
小
の
制
服
は
指
定
店
し
か
な
く
，
す
ぐ
す
ぐ
か
い
か
え
る

よ
う
な
値
で
は
な
い
の
で
…

・
標
準
服
・
体
操
服
を
大
型
店
で
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。
仕
事
の
為
，
早
く
閉
ま
る
と
購
入
が
で
き
な
い
為
。

・
長
崎
屋
で
注
文
し
た
が
，
注
文
を
受
け
て
い
な
い
と
言
わ
れ
，
再
度
注
文
し
，
時
間
が
か
か
っ
た
。
店
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
と
思
う
。

・
男
児
の
冬
の
標
準
服
の
簡
素
化
（
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
金
額
的
に
も
）

・
市
来
小
の
制
服
は
，
男
女
と
も
，
見
栄
え
は
良
い
と
思
う
が
，
他
校
に
比
べ
て
，
高
い
と
思
う
。

・
男
児
の
冬
の
制
服
，
学
ラ
ン
は
買
い
替
え
の
時
に
高
す
ぎ
る
。
普
通
の
制
服
に
し
て
ほ
し
い
。
（
上
着
だ
け
で
も
男
女
共
有
な
ど
）

・
女
子
の
中
間
夏
服
を
１
組
に
し
て
ほ
し
い
。
男
の
子
の
下
の
ズ
ボ
ン
の
色
を
こ
ん
な
ど
の
暗
い
色
な
ら
Ｏ
Ｋ
に
し
て
ほ
し
い
。

・
夏
の
標
準
服
（
セ
ー
ラ
ー
）
を
白
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
が
利
用
で
き
る
よ
う
，
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

・
夏
服
で
す
。
市
来
小
は
セ
ー
ラ
ー
服
の
上
を
着
用
で
良
い
と
思
う
の
で
す
が
，
や
は
り
金
額
が
高
い
の
で
，
他
の
小
学
校
の
様
に
，
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
に
ス

カ
ー
ト
で
も
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

・
女
子
の
夏
服
を
，
セ
ー
ラ
ー
服
で
は
な
く
，
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で
も
可
能
に
し
て
欲
し
い
。

・
必
要
な
も
の
は
購
入
し
ま
す
が
，
制
服
の
金
額
が
も
う
少
し
安
い
と
着
が
え
も
ふ
や
せ
る
と
思
う
。
兄
弟
組
も
負
担
が
少
な
い
と
思
う
。

・
男
の
子
は
上
着
が
白
で
よ
ご
れ
や
す
い
の
い
で
，
こ
ん
色
（
黒
色
）
に
し
て
ほ
し
い
。
（
す
み
や
え
の
ぐ
で
よ
ご
れ
る
た
め
）

・
ズ
ボ
ン
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
色
を
統
一
し
て
，
デ
ザ
イ
ン
・
素
材
は
自
由
に
し
て
欲
し
い
。
ガ
ク
ラ
ン
で
な
く
て
，
ブ
レ
ザ
ー
が
よ
い
。
（
ボ
タ
ン
の
簡
単
な
も

の
）

・
標
準
服
も
夏
は
子
ど
も
は
特
に
汗
を
か
い
た
り
，
又
，
書
道
や
図
工
で
汚
す
事
も
多
い
為
，
男
女
同
じ
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
方
が
良
い
。
又
，
兄
弟
で
使
い

回
せ
る
様
に
，
名
札
は
縫
い
付
け
で
な
い
方
が
良
い
。

・
男
子
用
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
を
必
要
な
の
か
と
思
っ
て
購
入
し
た
が
，
他
に
着
て
い
る
児
童
は
い
な
い
し
，
本
人
も
着
た
事
な
し
。

・
女
子
の
夏
服
の
見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

・
標
準
服
は
高
額
の
た
め
，
卒
業
す
る
児
童
の
も
の
を
使
い
回
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

・
運
動
靴
を
，
白
色
限
定
で
は
な
く
，
何
色
で
も
可
能
に
し
て
欲
し
い
。

・
体
そ
う
服
上
下
で
約
４
０
０
０
円
も
高
く
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
２
セ
ッ
ト
で
約
８
０
０
０
円
。
ズ
ボ
ン
が
す
ぐ
に
ほ
つ
れ
る
の
で
，
お
さ
が
り
に
も
で
き
な
い
。

・
制
服
の
ネ
ー
ム
を
毎
回
縫
い
つ
け
る
が
大
変
で
す
。

・
男
女
で
同
じ
物
を
使
え
れ
ば
統
一
し
て
ほ
し
い
。

・
兄
弟
で
使
え
る
物
は
，
で
き
る
だ
け
共
有
し
て
ほ
し
い
。

・
標
準
服
や
指
定
バ
ッ
ク
な
ど
，
入
学
前
に
リ
サ
イ
ク
ル

販
売
会
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

・
卒
業
生
で
も
，
ま
だ
ま
だ
使
用
で
き
る
物
は
，
ほ
し
い
方
に
譲
り
受
け
が
出
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

・
学
校
で
バ
ザ
ー
み
た
い
に
と
り
ま
と
め
を
し
て
保
護
者
が
選
べ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
捨
て
る
の
は
，
も
っ
た
い
な
い
で
す
。

・
標
準
服
を
兄
弟
だ
け
で
な
く
，
他
の
人
の
分
も
い
ら
な
い
分
が
あ
れ
ば
，
学
校
の
方
に
寄
付
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
，
欲
し
い
人
（
母
子
家
庭
な
ど
の
経

済
的
に
大
変
な
人
を
優
先
に
）
に
分
け
て
ほ
し
い
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
時
な
ど
に
制
服
や
体
操
服
，
学
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
マ
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

・
着
用
し
て
い
な
い
制
服
や
学
用
品
な
ど
を
学
校
で
収
集
す
る
な
ど
し
て
，
中
古
品
と
し
て
売
っ
て
ほ
し
い
。
あ
く
ま
で
も
希
望
で
す
。

・
自
転
車
通
学
等
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
使
用
し
な
い
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
出
来
る
よ
う
に
す
る
と
か
。

・
制
服
以
外
全
て
，
使
い
回
せ
る
様
に
し
て
欲
し
い
。
中
学
校
の
水
着
は
，
小
学
校
の
時
の
物
を
使
わ
せ
て
欲
し
か
っ
た
で
す
。
使
え
る
物
が
あ
る
の
に

買
い
換
え
な
い
と
い
け
な
い
の
は
，
負
担
に
な
り
ま
し
た
。

・
幼
・
小
・
中
を
通
し
て
使
う
も
の
（
体
操
服
な
ど
）
や
小
・
中
を
通
し
て
使
う
も
の
な
ど
は
統
一
し
て
下
さ
る
と
入
学
の
た
び
に
買
い
な
お
す
必
要
が
な
く
，

よ
い
と
思
う
。

・
出
来
る
だ
け
兄
弟
で
使
い
回
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
だ
入
学
し
て
間
も
な
い
の
で
何
が
使
い
回
せ
て
，
何
が
使
い
回
せ
な
い
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

資
料
 
１
－
６

（
Ｐ
６
）

（
Ｐ
７
）
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・
け
ん
ば
ん
ハ
ー
モ
ニ
カ
，
リ
コ
ー
ダ
ー
等
を
兄
弟
で
使
い
回
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
今
は
２
年
生
が
長
子
で
在
学
は
１
人
で
す
が
，
３
歳
・
１
歳
の
下
の
子
た
ち
が
入
学
し
て
き
た
ら
，
け
ん
ば
ん
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
絵
の
具
セ
ッ
ト
な
ど
高
価

な
モ
ノ
の
使
い
回
し
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

・
青
い
ハ
チ
（
プ
ラ
ン
タ
ー
）
は
，
兄
弟
１
つ
１
つ
あ
り
，
使
い
回
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
ど
ん
な
物

を
，
ど
の
学

年
ま
で
使

用
す

る
の
か
（
算

数
ラ
ン
ド
や

粘
土

板
，
ピ
ア
ニ
カ
な
ど
）
分

か
ら
な
い
為

，
結

局
，
購

入
し
て
し
ま
う
が
，
実

際
は

殆
ど
使

用
し
て

い
な
い
為

，
使

い
回

せ
る
物

も
あ
る
と
思

う
。
知

ら
せ

て
貰

わ
な
い
と
分

か
ら
ず

無
駄

と
負

担
が
増

え
る
だ
け
。

・
長
子
の
時
は
，
分
か
ら
な
い
の
で
，
現
状
を
教
え
て
ほ
し
い
。
（
私
達
）
家
族
は
転
校
し
て
き
た
の
で
，
そ
う
い
う
時
も
説
明
し
て
く
だ
さ
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。
）

・
兄
弟
で
使
い
回
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
（
教
材
，
学
用
品
，
体
操
服
な
ど
）
（
3
）

・
制
服
以
外
は
男
女
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
た
と
え
ば
裁
縫
道
具
な
ど
，
現
在
は
自
分
の
好
き
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
を
選
べ
る
よ
う
で
す
が
，
皆
同
じ
も
の
に
し
た
ら
兄
弟
間
で
も
使
い
回
せ
る
の
に

な
と
思
い
ま
す
。

・
ピ
ア
ニ
カ
な
ど
使
用
す
る
期
間
が
短
い
も
の
は
学
校
が
購
入
し
て
児
童
に
貸
し
出
し
て
下
さ
る
よ
う
な
形
を
と
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
？

・
が
ば
ん
や
そ
ろ
ば
ん
は
短
期
間
し
か
使
用
し
な
い
の
で
，
学
校
で
貸
し
出
し
と
か
，
で
き
な
い
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

・
１
年
生
の
黄
色
帽
子
を
男
女
分
け
な
い
で
，
使
い
回
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
小
学
１
年
生
の
帽
子
は
男
女
同
じ
物
に
し
て
，
゛
お
下
が
り
゛
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

・
習
字
道
具
や
絵
の
具
セ
ッ
ト
な
ど
学
校
か
ら
配
ら
れ
る
注
文
書
の
中
身
が
年
々
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
，
金
額
も
高
価
に
な
っ
て
い
る
。

・
末
っ
子
の
我
が
子
は
，
お
さ
が
り
を
使
用
し
て
い
る
が
，
他
の
長
子
の
子
は
，
注
文
書
で
頼
ん
だ
物
を
使
用
し
て
い
る
の
で
，
年
々
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し

て
い
く
と
，
か
わ
い
そ
う
で
す
。

・
算
数
セ
ッ
ト

・
中
学
校
の
体
操
服
が
男
女
兼
用
に
今
年
か
ら
変
更
さ
れ
た
点
は
，
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
（
洗
た
く
も
乾
き
や
す
い
で
す
。
）
お
さ
が
り
も
で
き

る
の
で
，
た
す
か
り
ま
す
。

・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
が
す
ぐ
に
小
さ
く
な
り
，
頻
繁
に
買
い
換
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
（
安
全
面
上
あ
ま
り
大
き
い
サ
イ
ズ
を
は
か
せ
な
い
た
め
）
　
少
年

団
（
バ
レ
ー
や
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
）
の
シ
ュ
ー
ズ
使
用
を
承
諾
し
て
ほ
し
い
。

・
図
書
バ
ッ
グ
等
，
必
要
な
の
か
。

・
図
書
バ
ッ
グ
は
，
買
う
必
要
な
い
か
な
と
思
っ
た
。
家
に
あ
る
物
で
。

・
標
準
服
や
体
操
服
な
ど
高
す
ぎ
る
。

・
標
準
服
の
金
額
が
適
正
な
の
か
。
ま
た
，
同
じ
よ
う
な
形
な
ら
メ
ー
カ
ー
は
ど
こ
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

・
学
校
で
使
用
す
る
物
は
価
格
が
高
い
が
，
3
年
間
使
用
す
る
と
な
る
と
そ
う
な
の
か
な
…
と
思
う
が
，
上
の
子
た
ち
の
頃
と
比
べ
て
質
が
落
ち
て
い
る
の

か
傷
み
が
早
い
。
よ
う
な
気
が
す
る
。

・
規
則
が
…
と
言
わ
れ
る
と
わ
か
る
の
で
す
が
，
宿
泊
学
習
の
時
も
わ
ざ
わ
ざ
T
シ
ャ
ツ
（
派
手
で
な
い
も
の
）
を
購
入
し
ま
し
た
。
結
局
お
金
が
か
か
り
ま

す
。
も
う
少
し
融
通
を
き
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

・
教
材
費
は
義
務
教
育
と
し
て
市
や
国
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

8
そ
の

他
お
気

づ
き
の

こ
と
が

あ
れ

ば
書

い
て
下

さ
い
。

・
給
食
費
も
負
担
に
感
じ
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
費
が
無
償
化
に
な
っ
て
，
ゆ
く
ゆ
く
は
公
教
育
全
体
が
無
償
化
に
な
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

・
給
食
費
の
引
き
落
と
し
を
ゆ
う
ち
ょ
や
鹿
銀
で
も
可
能
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
毎
月
，
出
向
く
の
も
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
…

・
リ
コ
ー
ダ
ー
や
ピ
ア
ニ
カ
，
制
服
な
ど
，
卒
業
時
に
回
収
し
て
も
ら
う
と
，
そ
の
後
使
う
予
定
の
な
い
家
庭
に
と
っ
て
も
助
か
る
し
，
使
い
た
い
方
は
も
っ

と
気
軽
に
利
用
で
き
た
り
，
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

・
修
学
旅
行
の
お
金
は
，
一
括
で
は
な
く
，
積
立
で
で
き
な
い
の
か
。
５
年
生
の
９
月
か
ら
２
０
０
０
円
ず
つ
と
か
。
６
年
の
５
月
に
万
単
位
で
支
払
う
の
は

厳
し
い
方
も
い
る
の
で
は
。

・
子
ど
も
の
貧
困
が
県
内
だ
っ
た
か
？
全
国
だ
っ
た
か
，
４
人
に
１
人
居
る
そ
う
で
す
。
積
極
的
に
就
学
援
助
制
度
を
利
用
し
て
，
こ
れ
か
ら
の
進
学
に

不
安
が
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

・
就
学
援
助
を
利
用
す
る
た
め
に
近
所
の
民
生
員
の
方
が
事
情
を
聞
き
に
来
る
の
で
色
々
な
面
で
話
し
づ
ら
い
し
，
あ
ま
り
，
話
し
を
し
た
く
な
い
で
す
。

（
近
所
の
方
な
の
で
）

・
中

学
の
修

学
旅

行
の
規

定
が
き
び

し
す

ぎ
る
。
（
持

っ
て
い
く
も
の
に
つ

い
て
の
）
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
か
無

地
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
為

，
わ
ざ
わ
ざ
買

い
に
行

き
，

そ
の
あ
と
は

着
て
い
な
い
。
せ

め
て
，
部

活
着

は
，
許

し
て
ほ
し
い
。
バ

ッ
グ
も
色

が
決

ま
っ
て
い
て
，
ラ
イ
ン
入

っ
て
い
て
も
ダ
メ
と
指

導
が
あ
っ
た
。

・
お

金
の
事

で
は

な
い
の
で
す

が
，
電

器
が
つ

い
た
ま
ま
の
空

き
教

室
が
見

ら
れ

ま
す

。
使

用
し
て
い
な
い
時

は
，
消

し
て
ほ
し
い
で
す

。

・
学

校
で
使

用
し
て
い
る
用

品
も
古

す
ぎ
ま
せ

ん
か
？

先
生

方
が
使

用
し
て
い
る
学

校
の
備

品
（
パ

ソ
コ
ン
や

そ
の
他

子
供

達
に
使

用
し
て
い
る
学

校
の
備

品
も
）
を
も
う
少

し
新

し
く
，

・
最

先
端

の
物

も
い
ち
き
串

木
野

市
は

用
意

し
て
下

さ
っ
て
ほ
し
い
で
す

。
あ
ま
り
に
も
か
わ
い
そ
う
で
す

。

・
先

生
方

や
保

護
者

が
，
優

し
い
の
で
助

か
る
。
が
，
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
係

を
軽

く
し
て
ほ
し
い
。
個

人
的

な
意

見
で
す

み
ま
せ

ん
…

資
料
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－
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資
料
 ２

平
成
２
８
年
４
月
１
３
日
 

市
来
地
区
学
校
事
務
共
同
実
施
協
議
会
資
料
 

市
来
地
区
学
校
事
務
支
援
室
 

室
長
 
新
原
 
仁
 

市
来
地
区
学
校
事
務
支
援
室
で
は
，
こ
れ
ま
で
市
内
の
各
小
中
学
校
か
ら
情
報
提
供
を
得
て
，
教
材
費
や
校
外
学
習
に
関
す
る
経
費
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
計
な
ど
保
護
者
の
負
担
に
よ
る
経
費
に
つ
い
て
集
計
・
分
析
を
行
い
，
公
費
負
担
と
保
護
者
負
担
の
適
正
な
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
・
研
修
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
 

ま
た
，
市
内
の
各
学
校
で
の
保
護
者
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
協
議
の
資
料
の
一
つ
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
市
事
務
職
員
研
修
会
で
市
内
の

各
学
校
へ
も
そ
の
成
果
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。
 

 
本
年
度
は
学
校
集
金
に
関
し
て
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
，
保
護
者
の
意
向
や
そ
の
思
い
を
知
り
，
そ
の
上
に
た
っ
た
保
護
者
負
担
の
あ

り
方
に
つ
い
て
研
究
・
研
修
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

１
 
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
の
趣
旨
 

 
 
こ
れ
ま
で
公
費
負
担
と
保
護
者
負
担
の
適
正
な
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
・
研
修
を
進
め
，
各
学
校
へ
そ
の
結
果
を
提
供
す
る
こ
と
で
，
市

来
地
区
だ
け
で
は
な
く
市
内
の
各
学
校
で
保
護
者
の
負
担
軽
減
や
そ
れ
に
関
す
る
論
議
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

 
 
「
保
護
者
負
担
軽
減
の
実
践
や
論
議
は
な
さ
れ
て
き
た
が
，
こ
れ
は
学
校
側
の
都
合
や
意
向
，
特
に
私
た
ち
事
務
職
員
の
側
か
ら
の
一
方

的
な
思
い
が
強
く
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。」

と
い
う
昨
年
度
の
活
動
の
反
省
か
ら
，
ま
ず
経
費
を
負
担
し
て
も
ら
う
保
護
者
の
意
向
が
ど
の

よ
う
で
あ
る
か
を
知
り
，
そ
の
思
い
受
け
止
め
，
そ
の
上
に
た
っ
た
保
護
者
負
担
の
あ
り
方
に
と
り
く
む
た
め
に
，
学
校
集
金
に
関
す
る
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

２
 
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
の
進
め
方
 

（
１
）

平
成
２
８
年
度
第
１
回
学
校
事
務
共
同
実
施
協
議
会
に
お
い
て
，
３
校
の
校
長
先
生
方
に
学
校
集
金
に
関
す
る
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
の
判
断
を
仰
ぐ
。

（
２
）

第
３
回
以
降
の
支
援
室
に
お
い
て
，
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
内
容
や
文
言
等
に
協
議
し
て
支
援
室
案
を
作
成
す
る
。
併
行
し
て
集
計
方

法
等
に
つ
い
て
も
協
議
を
進
め
る
。

（
３
）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
支
援
室
案
を
共
同
実
施
協
議
会
長
で
あ
る
市
来
中
学
校
の
校
長
先
生
に
お
示
し
し
て
，
３
校
の
校
長
先
生
方
の
ご
意

見
を
も
ら
い
ア
ン
ケ
ー
ト
の
成
案
を
得
る
。

（
４
）

各
学
校
で
職
員
会
議
等
に
お
い
て
，
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
趣
旨
や
回
収
方
法
等
に
つ
い
て
説
明
し
，
職
員
の
理
解
を
得
る
。

（
５
）

学
校
ご
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回
収
し
，
集
計
す
る
。
そ
の
後
３
校
分
の
集
計
を
合
算
し
て
結
果
を
得
る
。

（
６
）

（
５
）
で
得
ら
れ
た
結
果
を
分
析
し
，
そ
の
成
果
を
各
学
校
へ
知
ら
せ
て
保
護
者
負
担
の
軽
減
や
そ
れ
に
向
け
た
校
内
で
の
検
討
・

協
議
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
。

平
成

２
８
年

７
月

４
日

保
護

者
　
各

位

い
ち
き
串

木
野

市
立

市
来

中
学

校
長

い
ち
き
串

木
野

市
立

市
来

小
学

校
長

い
ち
き
串

木
野

市
立

川
上

小
学

校
長

市
来

地
区

学
校

事
務

支
援

室

学
校

徴
収

金
等

に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ

い
て

　
保

護
者

の
皆

様
に
は

，
日

頃
か
ら
学

校
活

動
に
御

理
解

・
御

協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

　
こ
れ

ま
で
学

校
と
し
ま
し
て
は

，
保

護
者

の
方

々
の
負

担
等

の
適

正
な
あ
り
方

に
つ

い
て
様

々
な
取

り
組

み
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今

回
，
各

御
家

庭
の
実

情
等

を
把

握
し
，
学

校
内

で
の
改

善
の
た
め
の
参

考
資

料
と
し
て
活

用
し
た
い
と
思

い
ま
す

の
で
，

下
記

の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お

答
え
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す

。

　
な
お

，
こ
の
文

書
は

末
子

に
配

布
し
て
あ
り
ま
す

の
で
，
市

来
小

学
校

・
川

上
小

学
校

に
在

籍
す

る
弟

や
妹

が
い
る
中

学
生

に

は
配

布
し
て
お

り
ま
せ

ん
。

記

◎
回

答
は

，
該

当
項

目
に

○
，

あ
る

い
は

御
意

見
を

御
記

入
く

だ
さ

い
。

１
　
こ
こ
数

年
で
自

分
た
ち
の
生

活
は

ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
と
思

わ
れ

ま
す

か
。

ア
良
く
な
っ
た
　
　
　
　
　
イ
　
変

わ
ら
な
い
　
　
　
　
　
ウ
　
厳

し
く
な
っ
た

２
　
現

在
の
学

校
徴

収
金

（
学

級
費

，
教

材
費

等
）
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ

ま
す

か
。

ア
子

ど
も
た
ち
に
必

要
な
も
の
で
あ
り
，
適

当
で
あ
る

イ
負

担
を
軽

く
し
て
ほ
し
い
が
，
必

要
な
も
の
で
あ
れ

ば
し
か
た
が
な
い

ウ
必

要
な
も
の
に
つ

い
て
厳

選
し
，
少

し
で
も
負

担
を
少

な
く
し
て
ほ
し
い

エ
か
な
り
負

担
に
感

じ
て
い
る

３
　
学

校
徴

収
金

に
関

す
る
こ
と
で
考

慮
し
て
ほ
し
い
と
思

わ
れ

る
こ
と
は

何
で
す

か
。
（
例

）
負

担
の
軽

減
，
徴

収
の
方

法
な
ど

４
　
教

材
や

学
用

品
・
標

準
服

・
体

操
服

な
ど
学

校
で
使

用
す

る
も
の
で
，
負

担
軽

減
の
た
め
に
改

善
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
れ

ば

　
御

記
入

く
だ
さ
い
。
（
例

）
○

○
を
兄

弟
で
使

い
回

せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

５
　
就

学
援

助
制

度
を
御

存
知

で
す

か
。

ア
知
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
イ
　
知

ら
な
か
っ
た

６
　
就

学
援

助
制

度
を
利

用
し
た
い
で
す

か
。

ア
条
件

を
満

た
せ

ば
利

用
し
た
い
　
　
　
　
　
　
イ
　
条

件
に
該

当
し
な
い
　
　
　
　
　
　
ウ

利
用

し
に
く
い
面

が
あ
る

７
　
上

記
の
６
で
，
「
ウ
」
に
○

を
さ
れ

た
方

へ
　
利

用
し
に
く
い
面

と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す

か

　
（

）

８
　
そ
の
他

お
気

づ
き
の
こ
と
が
あ
れ

ば
御

記
入

く
だ
さ
い
。

※
こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
は

，
　
７
月

１
５
日

（
金

）
ま

で
に

，
各

学
級

担
任

に
お

返
し
く
だ

さ
い

。

資
料
３
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 資
料
 ４

 
平
成
２
８
年
６
月
２
４
日
 

各
 
位
  

市
来
地
区
学
校
事
務
支
援
室
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
 

 
「
学
校
事
務
を
共
同
で
行
う
こ
と
で
よ
り
一
層
の
事
務
の
適
正
化
や
効
率
化
を
進
め
，
学
校
運
営
へ
の
積
極
的
な
支
援
」
を
図
る
た
め
の
「
学

校
事
務
の
共
同
実
施
」
が
，
本
市
で
も
平
成
２
２
年

1０
月
に
制
度
化
さ
れ
，
学
校
事
務
支
援
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
来
地
区
学
校
事
務
支
援
室
で
は
，
平
成
２
４
年
度
か
ら
「
学
校
に
お
け
る
経
費
の
負
担
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
，
支
援
室
の
業
務
の
１
つ

と
し
て
位
置
づ
け
，
市
内
の
各
学
校
の
協
力
を
え
て
，
経
費
負
担
の
実
情
を
調
査
し
，
そ
の
結
果
に
考
察
を
加
え
て
各
学
校
へ
お
返
し

す
る
こ
と
で
，
経
費
の
必
要
性
を
考
え
た
り
，
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
方
向
性
を
探
っ
た
り
す
る
こ
と
の
一
助
と
な
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。
下
記
【
参
考
】
を
参
照
。
 

今
年
度
は
，
経
費
を
負
担
し
て
い
る
保
護
者
の
実
情
や
思
い
を
知
り
，
そ
れ
を
考
慮
し
た
経
費
負
担
等
の
あ
り
方
を
研
究
し
た
い
と
考
え
，

裏
面
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

つ
き
ま
し
て
は
，
こ
の
調
査
に
関
し
ま
し
て
下
記
の
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

記
 

１
 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
に
つ
い
て
 

（
１
）

事
務
室
へ
の
回
付
日

平
成
２
８
年
７
月
１
５
日
（
金
）
 

（
２
）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
方
法

・
学
級
ご
と
に
配
布
し
た
封
筒
に
回
収
す
る

・
回
収
後
，
封
筒
ご
と
事
務
室
へ
回
付
す
る

※
保
護
者
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
な
る
よ
う
に
，
週
報
等
で
ア
ン
ケ
ー
ト
提
出
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告
に
つ
い
て

各
学
校
ご
と
に
事
務
室
で
集
計
し
，
そ
れ
を
支
援
室
で
集
約
し
ま
す
。
 

支
援
室
に
お
い
て
，
集
約
し
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
，
考
察
を
加
え
て
報
告
す
る
予
定
で
す
。
 

２
学
期
中
に
は
報
告
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

【
参
考
】
 

平
成
２
４
年
度
 

使
用
す
る
補
助
教
材
と
補
助
教
材
等
の
徴
収
金
に
つ
い
て
 

平
成
２
５
年
度
 

補
助
教
材
等
に
つ
い
て
 

平
成
２
６
年
度
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
と
修
学
旅
行
経
費
に
つ
い
て
 

平
成
２
７
年
度
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
一
般
会
計
・
特
別
会
計
，
体
育
文
化
後
援
会
会
計
及
び
学
校
教
育
活
動
の
経
費
負
担
の
あ
る
会
計
に
つ
い
て
 

集
計
の
方
法
等
に
つ
い
て

１
　
合
計
用
の
数
式
を
い
れ
た
E
xc

e
lデ

ー
タ
（
下
記
の
表
）
を
作
成
　
→
　
２
　
各
学
校
ご
と
に
デ
ー
タ
を
入
力

３
　
入
力
済
み
デ
ー
タ
を
集
約
者
（
川
上
小
）
へ
メ
ー

ル
送
信
　
→
　
４
　
川
上
小
で
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
集
計
表
を
作
成

【
選
択
肢
欄
の
デ
ー
タ
】

学
校

1
-
1

1
-
2

計
6
-
1

6
-
2

計
計

1

ア
良
く
な
っ
た

0
0

0
0

0
0

0

イ
変
わ
ら
な
い

0
0

0
0

0
0

0

ウ
厳
し
く
な
っ
た

0
0

0
0

0
0

0

未
回
答

0
0

0
0

0
0

0

2

ア
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
適
当
で
あ
る

0
0

0
0

0
0

0

イ
負
担
を
軽
く
し
て
ほ
し
い
が
，
必
要
な
も
の
で
あ
れ
ば
し
か
た
が
な
い

0
0

0
途

0
0

0
0

ウ
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
厳
選
し
、
少
し
で
も
負
担
を
少
な
く
し
て
ほ
し
い

0
0

0
中

0
0

0
0

エ
か
な
り
負
担
に
感
じ
て
い
る

0
0

0
省

0
0

0
0

未
回
答

0
0

0
略

0
0

0
0

5

ア
知
っ
て
い
る

0
0

0
0

0
0

0

イ
知
ら
な
か
っ
た

0
0

0
0

0
0

0

未
回
答

0
0

0
0

0
0

0

6

ア
条
件
を
満
た
せ
ば
利

用
し
た
い

0
0

0
0

0
0

0

イ
条
件
に
該
当
し
な
い

0
0

0
0

0
0

0

ウ
利
用
し
に
く
い
面
が
あ
る

0
0

0
0

0
0

0

未
回
答

0
0

0
0

0
0

0

３ 1 2 ･

４ 1 2 ･

７
そ
の
他
お
気
づ
き
の
こ
と
が

あ
れ
ば
書
い
て
下
さ
い
。

教
材

の
学

用
品

、
標

準
服

、
体

操
服

な
ど
学

校
で
使

用
す
る
も
の

で
、
負

担
軽

減
の

た
め
に
改

善
し
て
欲

し
い

こ
と
が

あ
れ

ば
書

い
て
下

さ
い

。

学
校
に
、
徴
収
金
関
係
で
考
慮
し
て
ほ
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
何
で
す

か
。

こ
こ
数
年
で
自
分
た
ち
の
生

活
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

現
在
の
学
校
徴
収
金
（
学
級
費
、
教
材
費
等
）
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
か
。

就
学
援
助
費
制
度
を
ご
存

知
で
す
か
。

就
学
援
助
費
制
度
を
利
用

し
た
い
で
す
か
。

【
記
述
欄
の
デ

ー
タ
】

資
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就
学

援
助

と
は

　
・
・
・

市
来

地
区

学
校

事
務

支
援

室

給
付
さ
れ
る
の
は
・
・
・

　
学

用
品

費
等

・
新

入
学

用
品

費
・
修

学
旅

行
費

・
校

外
活

動
費

（
遠

足
や

見
学

の
交

通
費

）

　
学

校
給

食
費

（
８
割

程
度

）
な

ど

ど
こ
に
連
絡
す
れ
ば
　
・
・
・

　
お

子
さ
ん

の
通

っ
て

い
る

学
校

の
事

務
室

や
担

任
の

先
生

に
連

絡
し
て

くだ
さ
い

。

①
就

学
援

助
の

申
請

に
必

要
な

書
類

等
を

記
入

し
て

い
て

い
た

だ
き

ま
す

。

②
①

の
書

類
を

も
と

に
，

学
校

で
必

要
な

手
続

き
を

し
て

，
市

教
育

委
員

会
へ

申
請

し
ま

す
。

※
就

学
援

助
の

決
定

は
，

家
庭

の
所

得
や

状
況

な
ど

を
も
と

に
，

市
教

育
委

員
会

が
行

い
ま

す
。

☆
ご
理
解
く
だ
さ
い

　
　

就
学

援
助

制
度

は
，

子
ど

も
達

が
安

心
し
て

学
校

で
勉

強
し
，

社
会

人
と

し
て

立
派

に
成

長
し

 社
会

の
役

に
立

つ
人

に
育

つ
た

め
の

も
の

で
す

。
奨

学
金

制
度

と
違

っ
て

お
金

を
返

す
必

要
は

あ

 り
ま

せ
ん

。
  
  
  
  
 注

）
返

さ
な

くて
も

よ
い

奨
学

金
も

あ
り
ま

す
。

　
社

会
人

と
な

っ
た

時
に

，
困

っ
て

い
る

子
ど

も
達

を
支

え
て

あ
げ

て
くれ

れ
ば

良
い

の
で

す
。

ん
に

連
絡

し
て

，
ご

家
庭

を
訪

ね
て

も
ら

い
状

況
を

確
認

し
て

い
た

だ
くこ

と
が

あ
り
ま

す
。

申
請

さ
れ

た
家

庭
に

と
っ

て
よ

り
良

い
支

援
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

，
就

学
援

助
の

ほ
か

の
生

活
の

支
援

や
子

育
て

支
援

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
た

め
で

す
。

小
・
中

学
校

に
通

う
お

子
さ

ん
が

安
心

し
て

勉
強

で
き

る
よ

う
に

，
お

子
さ

ん
の

小
・

中
学

校
で

必
要

な
費

用
（
学

用
品

費
・
給

食
費

な
ど

）
を

支
払

う
こ

と
が

た
い

へ
ん

な
ご

家
庭

に
対

し
て

，
そ

の
費

用
の

一
部

を
援

助
す

る
制

度
で

す
。

ま
た

，
職

を
失

っ
た

り
病

気
な

ど
に

よ
り
，

家
庭

の
収

入
が

大
き

く
減

っ
た

り
し

て
生

活
が

苦
し

く
な

っ
た

ご

家
庭

に
つ

い
て

は
，

学
年

の
途

中
で

あ
っ

て
も

申
請

で
き

ま
す

。

※
新

た
に

就
学

援
助

の
申

請
が

あ
っ

た
時

に
は

，
学

校
か

ら
お

住
ま

い
の

地
区

の
民

生
委

員
さ

就
学

援
助

は
学

年
の

途
中

で
も
申

請
で
き
ま
す
！

！

就
学
援
助
制
度
と
は
・
・
・

給
付
さ
れ
る
の
は
・
・
・

　
学

用
品

費
等

・
新

入
学

用
品

費
・
修

学
旅

行
費

・
校

外
活

動
費

（
遠

足
や

見
学

の
交

通
費

）

　
学

校
給

食
費

（
８
割

程
度

）
な

ど

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
　
・
・
・

　
お

子
さ
ん

の
通

っ
て

い
る

学
校

の
事

務
室

や
担

任
の

先
生

に
連

絡
し
て

くだ
さ
い

。

①
就

学
援

助
の

申
請

に
必

要
な

書
類

等
を

記
入

し
て

い
て

い
た

だ
き

ま
す

。

②
①

の
書

類
を

も
と

に
，

学
校

で
必

要
な

手
続

き
を

し
て

，
市

教
育

委
員

会
へ

申
請

し
ま

す
。

※
就

学
援

助
の

決
定

は
，

家
庭

の
所

得
や

状
況

な
ど

を
も
と

に
，

市
教

育
委

員
会

が
行

い
ま

す
。

☆
ご
理
解
く
だ
さ
い

 社
会

の
役

に
立

つ
人

に
育

つ
た

め
の

も
の

で
す

。
あ

と
で

お
金

を
返

す
よ

う
な

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。

　
社

会
人

と
な

っ
た

時
に

，
困

っ
て

い
る

子
ど

も
達

を
支

え
て

あ
げ

て
くれ

れ
ば

良
い

の
で

す
。

市
来

地
区

学
校

事
務

支
援

室

ん
に

連
絡

し
て

，
ご

家
庭

を
訪

ね
て

も
ら

い
状

況
を

確
認

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。

就
学

援
助

の
ほ

か
に

も
あ

る
生

活
の

支
援

や
子

育
て

支
援

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
，

申
請

さ
れ

た

ご
家

庭
に

と
っ

て
よ

り
良

い
支

援
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

で
す

。

小
・
中

学
校

に
通

う
お

子
さ

ん
が

安
心

し
て

勉
強

で
き

る
よ

う
に

，
お

子
さ

ん
の

小
・

中
学

校
で

必
要

な
費

用
（
学

用
品

費
・
給

食
費

な
ど

）
を

支
払

う
こ

と
が

た
い

へ
ん

な
ご

家
庭

に
対

し
て

，
そ

の
費

用
の

一
部

を
援

助
す

る
制

度
で

す
。

新
た

な
就

学
援

助
の

申
請

が
あ

っ
た

時
に

は
，

学
校

か
ら

お
住

ま
い

の
地

区
の

民
生

委
員

さ

職
を

失
っ

た
り
病

気
な

ど
に

よ
り
，

家
庭

の
収

入
が

大
き

く
減

っ
た

り
し

て
生

活
が

苦
し

く
な

っ
た

と
き

に

は
，

い
つ

で
も
お

子
さ
ん

の
通

っ
て

い
る

学
校

の
事

務
室

や
担

任
の

先
生

に
連

絡
し
て

くだ
さ
い

。

　
　

就
学

援
助

制
度

は
，

子
ど

も
達

が
安

心
し
て

学
校

で
勉

強
し
，

社
会

人
と

し
て

立
派

に
成

長
し
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